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１．岐阜県で確認されたコウモリ類：3科17種の紹介

日本に生息するコウモリ類は35種（+絶滅種2種）です。岐阜県でこれまで確認されている

コウモリ類は、17種です。近隣県と比較すると、一番多く確認されているのが長野県の19種

です。愛知県で確認されているオヒキコウモリが、今後岐阜県でも確認される可能性があり

ます。このほかに、石川県で確認されているヒメヒナコウモリと長野県で確認されているコ

ヤマコウモリが、岐阜県で確認されるのは、難しいかな？

ちなみに岐阜県で確認されているコウモリ類は、キクガシラコウモリ科のキクガシラコウ

モリ、コキクガシラコウモリとヒナコウモリ科のヤマコウモリ、ヒナコウモリ、クビワコウ

モリ、モリアブラコウモリ、アブラコウモリ、ノレンコウモリ、チチブコウモリ、カグヤコ

ウモリ、ヒメホオヒゲコウモリ、クロホオヒゲコウモリ、モモジロコウモリ、ニホンウサギ

コウモリ、テングコウモリ、コテングコウモリとユビナガコウモリ科のユビナガコウモリの

17種です。

２．日本産キクガシラコウモリ科2種の音声の地理的変異

日本に生息するキクガシラコウモリ科4種のうちキクガシラコウモリとコキクガシラコウモ

リは、広く日本の北海道から九州に生息し、ＦＭ/ＣＦ/ＦＭ型の音声を発します。岐阜県で

はそれぞれ68kHzと104kHz付近にCF音のピークを持ちます。それぞれの音声は、北海道か

ら九州にかけて増加することが知られています。岐阜県を含む本州中部地区における両種の

音声の南北における地理的変異について調査を行いましたので、その結果を報告します。

３．岐阜県におけるD500Xによる音声調査（2014年）

2014年～2017年にかけて、連続した夜間のコウモリ類の音声録音による調査を実施しま

した。今回2014年のデータの解析から分かり始めたコウモリ類の生態など（アブラコウモリ

のSocial callを含む音声で、夜間鳴き続けている数種のコウモリ）について報告します。
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